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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、DNA複製開始に関与するタンパク質であるS. cerevisiae由来のCDC46タンパク質と構造的に非常に類似しています。コードされるタンパク質はクロマチン結合タンパク質のMCMファミリーに属し、このファミリーの他の少なくとも2つのメンバーと相互作用することができます。コードされるタンパク質は、細胞周期のG0期からG1/S期への移行時に発現が上昇し、細胞周期の調節に積極的に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：MCMファミリーに属します。,類似性：1つのMCMドメインを含みます。,
	研究分野
	DNA複製;細胞周期G1S;細胞周期G2M_DNA;
	画像データ
	

	MCM5抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MCM5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MCM5抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CDC46 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	CDC46 ポリクローナル抗体を使用した HepG2 細胞のウェスタン ブロット分析。

